
 
かなでよう 心を一つに 挑戦のハーモニー 
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 職員玄関脇のイチョウの葉が黄金色に変わり、日に照らされたその 

美しさに思わず足を止めて見上げては、秋の訪れを感じています。いつも 

でしたら、この紅葉の美しい時期に「歌のつどい」を開催しておりましたが、 

今年度は「歌のつどい」が 12月となりました。9月の遠足や社会科見学 

宿泊体験学習を、熱中症対策のため 10月以降にして、ゆっくり「歌のつど 

い」の準備や練習に取り組めるようにしたためです。 

11月に入ってようやく子どもたちの歌声や楽器の奏でる様々な音色が、 

校長室にも聞こえてくるようになってきました。11月 5日には、歌のつどいスタート集会がありました。実行委員

長をはじめ高学年の実行委員が紹介され、それぞれの意気込みと共に「歌のつどい」に向けて、全校のみんなで

練習を頑張っていこうと呼びかけていました。また、今年度のテーマ「かなでよう 心を一つに 挑戦のハーモニ

ー」が発表されました。この挑戦には、「歌のつどい」の練習を通してたくさんの挑戦をしてほしいという願いが込

められているとのことでした。みんなでテーマを唱え、全校児童の気持ちが高まりました。とても素敵なテーマだと

思います。 

さて、「歌のつどい」に向けて、音楽の技能向上を目指すことは大事です。しかし、合奏や合唱は一人ではでき

ません。互いのハーモニーを聞いたり拍に合わせたり、友達と協調することが何より大切になります。協調には思

いやりが必要です。自分だけの音や声を目立たせるのではなく、全体の調和を考えなければなりません。また、ミ

スがあっても相手を責めるのではなく、互いに支え合う雰囲気やチームワークがなければ成功はしません。 

これから練習が深まるにつれて、なかなか思うような演奏ができなかったり音が取れなかったり、友達と意見

が食い違ったり意思疎通がうまくいかなかったりと様々な葛藤場面にぶつかり、子どもたちは悩むこともあるかも

しれません。しかしながら、たくさんの困難を乗り越えた挑戦があってこそ、心に響く音色を私達に届けてくれるの

ではないでしょうか。困難に打ち勝てるたくましさを身に付けて、子どもたちは成長する姿をきっと見せてくれるこ

とと思います。どうぞ温かい目で子どもたちを見守ってください。時には弱音を吐くこともあるかもしれません。子

どもたちを信じて励ましてあげてください。精一杯全教職員で支援してまいります。ご協力よろしくお願いします。 

11月は、インフルエンザに罹患する児童が多数見られました。気温の急な変化などにより、体調を崩しがちな

時期です。すでにご家庭で手洗いや食事、睡眠にご配慮いただいているところですが、引き続き元気いっぱいで

過ごすことができますよう、重ねてお願いします。ご家族・地域の皆様もご自愛ください。 

 

10月 22日（水）希望ヶ丘中学校で第 2回希望ヶ丘中学校ブロック学校運営協議会が開催されました。中

学校の授業参観後、今回は「だれ一人取り残さない教育の実践について」というテーマで話し合いました。各校

で取り組んでいるユニバーサルデザインや特別支援教室（きぼうルーム）の活用などについて共有しました。ま

た、学校や地域で取り組む不登校児童・生徒のサポートについても意見交換をしました。各校の取り組みやご意

見を今後の学校経営に生かしてまいります。 
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